
○
検
察
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
四
条
関
係
）

第
九
条
各
地
方
検
察
庁
に
検
事
正
各
一
人
を
置
き
、
一
級
の
検

事
を
も
っ
て
充
て
る
。

②
法
務
大
臣
は
、
検
事
正
の
職
を
占
め
る
検
事
が
年
齢
六
十
三

年
に
達
し
た
と
き
は
、
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
日
の
翌
日

に
他
の
職
に
補
す
る
も
の
と
す
る
。

③
法
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
齢
が
六
十

三
年
に
達
し
た
検
事
正
の
職
を
占
め
る
検
事
に
つ
い
て
、
当
該

検
事
の
職
務
の
遂
行
上
の
特
別
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
検

事
を
他
の
職
に
補
す
る
こ
と
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支

障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
法
務
大
臣
が
定
め
る

準
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
準
則
」
と
い
う
。
）
で

定
め
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
検
事
が
年
齢
六

十
三
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
‐
一
年
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
期
限
を
定
め
、
引
き
続
き
当
該
検
事
に
、
当
該
検
事

が
年
齢
六
十
三
年
に
達
し
た
日
に
お
い
て
占
め
て
い
た
職
を
占

め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
法
務
大
臣
は
、
前
項
の
期
限
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延

長
し
た
期
限
が
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
事
由
が
引

き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
準
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い

範
囲
内
（
そ
の
範
囲
内
に
定
年
に
達
す
る
日
が
あ
る
検
事
に
あ

っ
て
は
、
延
長
し
た
期
限
の
翌
日
か
ら
当
該
定
年
に
達
す
る
日

ま
で
の
範
囲
内
）
で
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
法
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
検
事
正
の
職
を
占
め

た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
期
限
の
設
定
又
は
延
長
を
し
た
検
事
に

’

改

正

案

第
九
条
各
地
方
検
察
庁
に
検
事
正
各
一
人
を
置
き
、
一
級
の
検

事
を
以
て
こ
れ
に
充
て
る
。

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

全
勅
設
）

現

行 （
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）
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’

の
職
に
補
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑧
検
事
正
は
、
庁
務
を
掌
理
し
、
か
つ
、
そ
の
庁
及
び
そ
の
庁

の
対
応
す
る
裁
判
所
の
管
轄
区
域
内
に
在
る
区
検
察
庁
の
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
。

’ ⑥
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
及

⑦
法
務
大
臣
は
、
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
検
事
を
検
事
正

’
つ
い
て
準
用
す
る
。

③
上
席
検
察
官
の
置
か
れ
た
各
区
検
察
庁
に
お
い
て
は
、
そ
の

庁
の
上
席
検
察
官
が
、
そ
の
他
の
各
区
検
察
庁
に
お
い
て
は
、

そ
の
庁
に
属
す
る
検
事
又
は
副
検
事
（
副
検
事
が
二
人
以
上
あ

る
と
き
は
、
検
事
正
の
指
定
す
る
副
検
事
）
が
庁
務
を
掌
理
し

、
か
つ
、
そ
の
庁
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

第
十
条
二
人
以
上
の
検
事
又
は
検
事
及
び
副
検
事
の
属
す
る
各

区
検
察
庁
に
上
席
検
察
官
各
一
人
を
置
き
、
検
事
を
も
っ
て

充
て
る
。

②
前
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
上
席
検
察
官
に

続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

年
に
達
し
た
日
に
お
い
て
占
め
て
い
た
職
を
占
め
た
ま
ま
引
き

号
）
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
検
事
を
定

規
定
に
よ
る
年
齢
六
十
三
年
に
達
し
た
日
に
お
い
て
占
め
て
い

す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
並
び
に
第
三
項
及
び
第
四
項
の

び
前
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
職
に
補
す
る
に
当
た
っ
て
法
務
大

る
。
た
だ
し
、
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

関
し
必
要
な
事
項
は
、
準
則
で
定
め
る
。

た
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
期
限
の
設
定
及
び
延
長
に

臣
が
遵
守
す
べ
き
基
準
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
他
の
職
に
補

て
適
用
す
る
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十

つ
い
て
は
、
当
該
期
限
の
翌
日
に
他
の
職
に
補
す
る
も
の
と
す

②
検
事
正
は
、
庁
務
を
掌
理
し
、
且
つ
、
そ
の
庁
及
び
そ
の
庁

の
対
応
す
る
裁
判
所
の
管
轄
区
域
内
に
在
る
区
検
察
庁
の
職
員

②
上
席
検
察
官
の
置
か
れ
た
各
区
検
察
庁
に
お
い
て
は
、
そ
の

庁
の
上
席
検
察
官
が
、
そ
の
他
の
各
区
検
察
庁
に
お
い
て
は
、

そ
の
庁
に
属
す
る
検
事
又
は
副
検
事
（
副
検
事
が
二
人
以
上
あ

る
と
き
は
、
検
事
正
の
指
定
す
る
副
検
事
）
が
庁
務
を
掌
理
し

、
且
つ
、
そ
の
庁
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

第
十
条
二
人
以
上
の
検
事
又
は
検
事
及
び
副
検
事
の
属
す
る
各

区
検
察
庁
に
上
席
検
察
官
各
一
人
を
置
き
、
検
事
を
以
て
こ
れ

に
充
て
る
。

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

を
指
揮
監
督
す
る
。
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第
十
一
条
検
事
総
長
、
検
事
長
又
は

督
す
る
検
察
官
に
、
第
七
条
第
一
項

八
項
に
規
定
す
る
事
務
の
一
部
を
取

る
。

第
二
十
条
他
の
法
律
の
定
め
る
と
こ

任
命
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の

れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
検

で
き
な
い
。

一
・
二
（
略
）

条
検
事
総
長
、
検
事
長
又
は

②’②’ 第 第
者条

の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

す
る
。

は
検
事
長
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

項
中
「
に
係
る
定
年
退
職
日
」
と
あ
る
の
は
「
が
定
年
に
達
し

法
第
八
十
一
条
の
七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一

職
員
が
定
年
に
達
し
た
日
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
八
十

長
し
た
職
員
で
あ
っ
て
、
定
年
退
職
日
に
お
い
て
管
理
監
督
職

た
日
」
と
、

一
一を

占
め
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項

二
十
二
条

一
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間

（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む

前十
条
の
二

検
事
総
長
、
次
長
検
事
又
は
検
事
長
に
対
す
る
国
家
公
務
員

の
ほ
か
、

検
事
正
は
、
そ

る
検
察
官
に
、
第
七
条
第
一
項
、
第
八
条
又
は

に
規
定
す
る
事
務
の
一
部
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ

項
の
規
定
に
よ
り
検
察
官
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

年
齢
が
六

検
察
官

弓

検
察
官
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
第
六
十

を
当
該
定
年
退
職
日
」
と
あ
る
の
は

十は
、
年
齢
が
六
十
五
年
に
達
し
た

一
一
一

年
に
達
し
た
者
は
、
次
長
検
事
又

ほ
か
、
次
の
各
号
の
い
ず

察
官
に
任
命
す
る
こ
と
が

ろ
に
よ
り
一
般
の
官
吏
に

第
九
条
第

と
が
で
き

○
）

の気

指
揮
監

を
当
該

＋
エ
リ
テ
」

Ｈ
１
退
官

を
延

第
二
十
条
他
の
法
律
の
定
め
る
と
こ

任
命
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の

に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
検

で
き
な
い
・

一
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た

二
弾
劾
裁
判
所
の
罷
免
の
裁
判
を

（
新
設
）

第 第
十
一
条
検
事
総
長
、
検
事
長
又
は
検
事
正
は
、
そ

督
す
る
検
察
官
に
、
第
七
条
第
一
項
、
第
八
条
又
は

二
項
に
規
定
す
る
事
務
の
一
部
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ

プ
（
》
○

へ

新、
そ
の
他
の
検
察
官
は
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
時
に

す
る
。

（
新
設
）

一
一

十
二
条
検
事
総
長
は
、
年
齢
が
六
十
五
年
に
達
し
た

設

外
、
左
の
各
号
の
一

察
官
に
任
命
す
る
こ
と
が

者受
け
た
者

ろ
に
よ
り
一
般
の
官
吏
に

第
九
条
第

と
が
で
き

の

指
揮
監

退時

官に
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③
検
事
又
は
副
検
事
に
対
す
る
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の

末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

、
当
該
職
員
が
占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の

」
と
あ
る
の
は
「
検
察
庁
法
第
二
十
二
条
第
五
項
又
は
第
六
項

長
の
官
及
び
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
勤
務

人
事
院
の
承
認
を
得
た
と
き
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
期
限
は

さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
内
閣
の
定
め
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す

ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
期
限
の
設
定
又
は
延
長
を
し
た
職
員
で
あ

し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

中
「
に
係
る
定
年
退
職
日
（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員

」
と
あ
る
の
は
「
内
閣
が
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」

異
動
期
間
の
末
日
）
」
と
あ
る
の
は
「
が
定
年
に
達
し
た
日

と
あ
る
の
は
「
前
項
本
文
の
」
と
、
「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の

の
規
定
に
よ
り
当
該
定
年
退
職
日
ま
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長

る
」
と
、
同
項
第
一
号
及
び
同
条
第
三
項
中
「
人
事
院
規
則
で

年
退
職
日
」
と
あ
る
の
は
「
が
定
年
に
達
し
た
日
」
と
、
「
を

十
三
年
に
達
し
た
日
）
」
と
し
、
同
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定

は
「
前
項
第
一
号
」
と
、
「
人
事
院
の
承
認
を
得
て
」
と
あ
る

の
規
定
に
よ
り
次
長
検
事
又
は
検
事
長
の
官
及
び
職
を
占
め
た

当
該
定
年
退
職
日
」
と
あ
る
の
は
「
を
当
該
職
員
が
定
年
に
達

七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
に
係
る
定

に
あ
っ
て
は
、
当
該
職
員
が
占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る

は
、
適
用
し
な
い
。

の
は
「
内
閣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と
、
同
項
た
だ
し
書

し
た
日
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項

っ
て
、
定
年
に
達
し
た
日
に
お
い
て
当
該
次
長
検
事
又
は
検
事

に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
し
た
職
員
で
あ

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定

っ
て
、
定
年
退
職
日
に
お
い
て
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職

（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
年
齢
が
六

（
新
設
）

､
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｜
員
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当

⑤’ ④’

内
閣
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
齢
が
六
十
三
年

に
達
し
た
次
長
検
事
又
は
検
事
長
に
つ
い
て
、
当
該
次
長
検
事

又
は
検
事
長
の
職
務
の
遂
行
上
の
特
別
の
事
情
を
勘
案
し
て
、

起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
一
一
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る
の
は
「

検
察
庁
法
第
九
条
第
三
項
又
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同

法
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
り
検
事
正
又
は
上
席
検
察
官
の
職
を
占
酌
た
ま
ま
勤
務

を
さ
せ
る
期
限
の
設
定
又
は
延
長
を
し
た
職
員
で
あ
っ
て
、
定

年
に
達
し
た
日
に
お
い
て
当
該
検
事
正
又
は
上
席
検
察
官
の
職

を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
法
務
大
臣
が
定
め
る
準
則
（
以
下
単
に
「
準
則
」
と
い

う
。
）
で
定
め
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
」
と
、
同
項
第
卜

号
及
び
同
条
第
三
項
中
「
人
事
院
規
則
」
と
あ
る
の
は
「
準
則

」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
本
文

の
」
と
、
「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
一
号
」
と
、

「
人
事
院
の
承
認
を
得
て
」
と
あ
る
の
は
「
準
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
に
係
る
定
年
退
職
日

（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
当
該
職
員

が
占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
）
」
と

あ
る
の
は
「
が
定
年
に
達
し
た
日
（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
日
）
」
と

し
、
同
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
・

法
務
大
臣
は
、
次
長
検
事
及
び
検
事
長
が
年
齢
六
十
三
年
に

達
し
た
と
き
は
、
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
に
検

事
に
任
命
す
る
も
の
と
す
る
。

該
定
年
退
職
日
ま
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
た
場
合
で
あ
っ

て
、
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
人
事
院
の
承
認
を

得
た
と
き
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
職
員
が
占

め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら

（
新
設
）

（
新
設
）

5



’
第
六
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
年
齢

’⑥
内
閣
は
、
前
項
の
期
限
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
し

’⑦
法
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
長
検
事
又
は
検
事

’⑧
第
四
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定

当
該
次
長
検
事
又
は
検
事
長
を
検
事
に
任
命
す
る
こ
と
に
よ
り

長
検
事
又
は
検
事
長
が
年
齢
六
十
三
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
か

公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と

事
長
が
年
齢
六
十
三
年
に
達
し
た
日
に
お
い
て
占
め
て
い
た
官

続
き
当
該
次
長
検
事
又
は
検
事
長
に
、
当
該
次
長
検
事
又
は
検

ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限
を
定
め
、
引
き

斗
ご
ｚ
〕
ｏ

内
（
そ
の
範
囲
内
に
定
年
に
達
す
る
日
が
あ
る
次
長
検
事
又
は

し
て
内
閣
が
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
次

き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

た
期
限
が
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
事
由
が
引
き
続

及
び
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

検
事
長
に
あ
っ
て
は
、
延
長
し
た
期
限
の
翌
日
か
ら
当
該
定
年

長
の
官
及
び
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
期
限
の
設
定
又

長
を
定
年
に
達
し
た
日
に
お
い
て
占
め
て
い
た
官
及
び
職
を
占

十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
次
長
検
事
又
は
検
事

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
国
家
公
務
員
法
第
八

限
の
翌
日
に
検
事
に
任
命
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二

に
達
す
る
日
ま
で
の
範
囲
内
）
で
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で

こ
れ
ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲

め
た
ま
ま
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
は
、
こ
の

は
延
長
を
し
た
次
長
検
事
又
は
検
事
長
に
つ
い
て
は
、
当
該
期

限
り
で
な
い
。

き
基
準
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
検
事
に
任
命
す
る
こ
と
に
関

し
必
要
な
事
項
は
法
務
大
臣
が
定
め
る
準
則
で
、
第
五
項
及
び

に
よ
り
検
事
に
任
命
す
る
に
当
た
っ
て
法
務
大
臣
が
遵
守
す
べ

（
新
設
）

（
新
設
）

全
勅
設
）

6



第
三
十
条
（
略
）

第
二
十
九
条
検
察
庁
の
職
員
は
、
他
の
検
察
庁
の
職
員
と
各
自

の
取
り
扱
う
べ
き
事
務
に
つ
い
て
互
い
に
必
要
な
補
助
を
す
る

○

儘
弟
三
十
‐
｜
柔
不

第
一
条

（
削
る
）

（
削
る
）

な
事
項
は
内
閣
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
。

め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
期
限
の
設
定
及
び
延
長
に
関
し
必
要

六
十
三
年
に
達
し
た
日
に
お
い
て
占
め
て
い
た
官
及
び
職
を
占

第
四
り
、
検
察
官
の
職
務
と
責
任
の
特
殊
性
に
基
づ
い
て
、
同
法
の

特
例
を
定
め
た
も
の
と
す
る
。

十
条
の
二
ま
で
及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
並
び

に
附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
法
附
則

条附

則

へ

略

第
十
五
条
、
第
十
八
条
か
ら
第
二

口の
規
定
に
よ

！
第
三
十
四
条

第
三
十
三
条
こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ

れ
を
施
行
す
る
。

第
三
十
二
条
検
察
庁
の
事
務
章
程
は
、
法
務
大
臣
が
、
こ
れ
を

定
め
る
。

第
三
十
一
条
検
察
庁
の
職
員
は
、
他
の
検
察
庁
の
職
員
と
各
自

の
取
り
扱
う
べ
き
事
務
に
つ
い
て
互
に
必
要
な
補
助
を
す
る

○

第
三
十
二
条
の
二
こ
の
法
律
第
十
五
条
、
第
十
八
条
乃
至
第
二

第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条
削
除

事
正
又
は
地
方
裁
判
所
検
事
若
し
く
は
区
裁
判
所
検
事
の
し
た

行
為
と
み
な
し
、
従
前
の
検
事
長
、
控
訴
院
検
事
、
従
前
の
検

総
長
又
は
最
高
検
察
庁
の
検
事
の
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の

院
検
事
の
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
れ
を
検
事

り
、
検
察
官
の
職
務
と
責
任
の
特
殊
性
に
基
い
て
、
同
法
の

特
例
を
定
め
た
も
の
と
す
る
。

和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

十
条

附

則

こ
の
法
律
施
行
前
、
従
前
の
検
事
総
長
又
は
大
審

及
び
第
二
十
二
条
乃
至
第
二
十
五
条

’
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭

7
I



第
二
条

（
削
る

（
削
る
）…

へ

略
…

②’ 第
三
十
六
条
法
務
大
臣
は
、
当
分
の
間
、
検
察
官
が
足
り
な
い

た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
区
検
察
庁
の
検
察
事
務
官
に
そ

の
庁
の
検
察
官
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
。

＃
篝|≠

鵜
弓害'11参'0

黄の

事受
＝

麦 聾

肱
古
手
柄

Ｗ
怖
し
し

局
等
検
痙

た
事
件
の

言' 10

訓
1M7）10

一
一
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士l (フ
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夫|窪|玉
－
又
引
己

ｰ

b,ミ

ゴ

8



（
削
る
）

（
削
る
）

’③
弁
護
士
た
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
朝
鮮
弁
護
士
令
（
昭
和

第
三
十
八
条
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
検
事
若
し
く
は
判
事
の
在

第
三
十
八
条
の
二
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
琉
球

丈’
在
っ
た
と
き
は
、
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
外

南
洋
庁
判
事
の
在
職
は
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の

修
習
生
の
修
習
を
終
え
た
も
の
と
み
な
す
。

）
に
よ
る
弁
護
士
（
以
下
外
地
弁
護
士
と
称
す
る
。
）
の
職
に

職
又
は
同
法
に
よ
る
検
事
た
る
資
格
を
有
す
る
者
の
司
法
省
各

試
を
経
た
も
の
は
、
そ
の
考
試
を
経
た
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
司
法

弁
護
士
及
び
弁
護
士
の
在
職
の
年
数
が
通
じ
て
三
年
以
上
に
な

地
弁
護
士
の
在
職
の
年
数
が
三
年
以
上
に
な
る
も
の
又
は
外
地

七
号
）
又
は
関
東
州
弁
護
士
令
（
昭
和
十
一
年
勅
令
第
十
六
号

諸
島
及
び
大
東
諸
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
二
級
の
検
事
の
在
職
と
み
な
す
。

判
事
、
台
湾
総
督
府
法
院
検
察
官
、
台
湾
総
督
府
法
院
判
官
、

、
少
年
審
判
官
、
領
事
官
、
朝
鮮
総
督
府
検
事
、
朝
鮮
総
督
府

弁
護
士
試
補
と
し
て
一
年
六
箇
月
以
上
の
実
務
修
習
を
終
え
考

十
一
年
制
令
第
四
号
）
、
台
湾
弁
護
士
令
（
昭
和
十
年
律
令
第

数
の
う
ち
沖
縄
法
令
の
規
定
に
よ
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
得

裁
判
官
又
は
弁
護
士
の
職
に
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
在
職
の
年

関
東
法
院
検
察
官
、
関
東
法
院
判
官
、
南
洋
庁
検
事
若
し
く
は

司
法
研
究
所
指
導
官
、
司
法
研
究
所
事
務
官
、
司
法
省
参
事
官

局
長
、
司
法
省
調
査
部
長
、
司
法
省
調
査
官
、
司
法
書
記
官
、

た
後
の
在
職
の
年
数
で
通
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
後
の
も
の

る
も
の
は
、
そ
の
三
年
に
達
し
た
時
、
朝
鮮
弁
護
士
令
に
よ
る

の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
前
に
沖
縄
に
適
用
さ
れ
て
い
た
法
令

（
以
下
「
沖
縄
法
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
察
官
、

9



へ

削

る
…

（
削
る
）

（
削
る
）

第
四
十
条

31

li
第
三
十
九
条

21

1
｡’

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
の
職
に
あ
っ
た
者
と
み
な
す

あ
る
の
は
、
勅
任
文
官
を
含
む
も
の
と
す
る
。

数
に
限
る
。

ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ

規
定
に
よ
る
裁
判
官
の
職
に
あ
っ
た
年
数
と
み
な
す
。
た
だ
し IIＩ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

年
数
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
法
令
の

‐
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

は
、
奏
任
文
官
を
、
第
十
九
条
第
一
項
第
四
号
中
一
級
官
吏
と

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
‐

長
若
し
く
は
訟
務
官
の
職
に
あ
っ
た
年
数
は
、
前
項
の
規
定
の

Ｉ

在
職
の
年
数
が
通
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
前
に
、
司
法
修
習

生

の

修

習

と

同

一

の

修

習

課

程

を

終

え

た

者

に

あ

っ

て

は

そ

の

は
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
《

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
０
ｑ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
０
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■

（
沖
縄
法
令
の
規
定
に
よ
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
得
た
後
の

『
ノ
ム
ク
フ
（
０

１
の
職
昌

‐

こ
の
法
律
施
行
の
際
奏
任
の
検
事
で
現
に
控
訴
院
検

第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
二
級
官
吏
と
あ
る
の

征
《
洞
の
無１
首
辻
、
塗

坪
政
府
又
ば
ホ

ト
唄
轌
弟
一
百
万
の
媚

10



’’
第
三
条
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

第
四
条
法
務
大
臣
は
、
当
分
の
間
、
検
察
官
（
検
事
総
長
を
除

（
削
る
）

（
削
る
）

度
（
当
該
前
年
度
に
検
察
官
で
な
か
っ
た
者
そ
の
他
の
当
該
前

定
め
る
準
則
で
定
め
る
検
察
官
に
あ
っ
て
は
、
当
該
準
則
で
定

年
度
に
お
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
及
び
意
思

く
。
）
が
年
齢
六
十
三
年
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年

は
、 で
の
間
に
お
け
る
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
中
「
検
察
官
は
、
年
齢
が
六
十
五
年
」
と
あ
る
の

の
他
の
検
察
官
は
、
年
齢
が
六
十
四
年
」
と
す
る
。

の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
検
察
官
と
し
て
法
務
大
臣
が

「
検
事
総
長
は
、
年
齢
が
六
十
五
年
に
達
し
た
時
に
、
そ

第
四
十
一
条
こ
の
法
律
施
行
の
際
現
に
書
記
長
若
し
く
は
裁
判

第
四
十
二
条
政
令
で
特
別
の
定
を
し
た
場
合
を
除
い
て
、
他
の

（
新
設
）

（
新
設
）

高
等
検
察
庁
又
は
地
方
検
察
庁
の
検
事
に
補
せ
ら
れ
た
も
の
と

Ｉ
す
る
。

事
又
は
地
方
裁
判
所
検
事
若
し
く
は
区
裁
判
所
検
事
の
職
に
在

」
を
「
管
轄
裁
判
所
二
対
応
ス
ル
検
察
庁
ノ
検
察
官
」
に
改
め

ｌ
ブ
（
》
○

所
書
記
の
職
に
在
っ
て
検
事
局
に
属
す
る
者
又
は
検
察
補
佐
官

ら
れ
、
二
級
に
叙
せ
ら
れ
、
且
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
政
令
で
定
め
る

法
律
中
「
検
事
」
を
「
検
察
官
」
に
、
「
管
轄
裁
判
所
ノ
検
事

る
者
は
、
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
と
き
は
、
検
事
に
任
ぜ

せ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

に
受
け
る
号
俸
を
以
て
検
察
事
務
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
奏
任
又
は

二
級
の
者
は
、
二
級
に
、
判
任
又
は
三
級
の
者
は
、
三
級
に
叙

の
職
に
在
る
者
は
、
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
と
き
は
、
現

11



げ
に
伴
う
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
講
じ
ら
れ
る
検
察
官
の
俸

定
め
る
準
則
に
従
っ
て
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す

給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
附

違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
を
し
た
場
合
に
お
け
る
退
職
手
当
の

法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
附
則
第
十
二
項
か

則
第
五
条
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
年
齢
六
十
三
年

め
る
期
間
）
に
お
い
て
、
当
該
検
察
官
に
対
し
、
法
務
大
臣
が

齢
六
十
三
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用
、
給
与
及

基
本
額
を
当
該
検
察
官
が
当
該
退
職
を
し
た
日
に
定
年
に
よ
り

年
に
達
し
た
日
か
ら
定
年
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
非

ら
第
十
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該
検
察
官
が
年
齢
六
十
三

下
げ
る
給
与
に
関
す
る
特
例
措
置
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当

る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第

退
職
を
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
額
と
同
額
と
す

に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
の
当
該
検
察
官
の
俸
給
月
額
を
引
き

提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け

び
退
職
手
当
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を

る
退
職
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
そ
の
他
の
当
該
検
察
官
が
年

る
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

号
）
に
よ
る
定
年
の
引
上

12



○
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
（
第
五
条
関
係
）

凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ご

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

２
．
３

一
条
検
察
官
の
給
与
に
震
’

二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
及
び

き
、
検
事
総
長
、
次
長
検
事
乃

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
渋

百
五
十
二
号
）
第
一
条
第
一
呉

る
者
の
例
に
よ
り
、
一
号
か
ら

事
及
び
附
則
第
三
条
に
定
め
属

し
く
は
二
号
の
俸
給
を
受
け
活

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

五
号
）
に
よ
る
指
定
職
俸
給
実

よ
り
、
そ
の
他
の
検
察
官
に
つ

る
。
た
だ
し
、
俸
給
の
特
別
調

合
、
受
動
手
当
受
双
言
ョ
宣
王

て
は
、
検
察
庁
法
（
略
称
二
十

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
を
除

び
検
事
長
に
つ
い
て
は
、
特
別

律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

か
ら
第
四
十
二
号
ま
で
に
掲
げ

八
号
ま
で
の
俸
給
を
受
け
る
検

俸
給
月
額
の
俸
給
又
は
一
号
若

副
検
事
に
つ
い
て
は
、
一
般
職

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十

の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に

い
て
は
、
一
般
官
吏
の
例
に
よ

整
額
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日

〃
ヨ
十
季
、
二
℃
レ
ア
ニ
え
△
ｐ
）
ぬ
よ
、
０

Ｉ
‐

3

一
条
検
察
官
の
給
与
に
関
し
て
は
、
検
察
庁
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
及
び
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
を
除

き
、
検
事
総
長
、
次
長
検
事
及
び
検
事
長
に
つ
い
て
は
、
特
別

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

百
五
十
二
号
）
第
一
条
第
一
号
か
ら
第
四
十
二
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
の
例
に
よ
り
、
一
号
か
ら
八
号
ま
で
の
俸
給
を
受
け
る
桧

事
及
び
第
九
条
に
定
め
る
俸
給
月
額
の
俸
給
又
は
一
号
若

し
く
は
二
号
の
俸
給
を
受
け
る
副
検
事
に
つ
い
て
は
、
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十

五
号
）
に
よ
る
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に

よ
り
、
そ
の
他
の
検
察
官
に
つ
い
て
は
、
一
般
官
吏
の
例
に
よ

る
。
た
だ
し
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
、
超
過
勤
務
手
当
、
体
日

給
、
夜
勤
手
当
及
び
宿
日
直
手
当
は
、
こ
れ
を
支
給
し
な
い
・

次
長
検
事
及
び
検
事
長
に
は
、
一
般
官
吏
の
例
に
よ
り
、
単

身
赴
任
手
当
を
支
給
す
る
。

寒
冷
地
に
在
勤
す
る
検
事
長
に
は
、
一
般
官
吏
の
例
に
よ
り

、
菫
△
ロ
也
諄
当
し
ご
芝
△
ロ
ナ
５
０

叩
叺
脚
卜
４１
茸
Ｋ
△
洞

倖
の
崔１
．
昭
和

十
一
円

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

:|隼

れ|者
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改
正
案

現
行



’
第
二
条’I

第
三
条

第
四
条

（
削
る
）

年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
い
か
な
る
条
項
を
も
廃
止
し
、
若
し

く
は
修
正
し
、
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ

の
（
略
）

へ

略

法
律
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二

…

第
十
条
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
検
察
官
に
対
す
る
俸
給
の
支

給
に
当
た
っ
て
は
、
俸
給
月
額
（
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
八

号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
含
む
。
）
か
ら
、
当

該
俸
給
月
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
検
察
官
の
区
分
に
応
じ
当

該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額
を
減

ず
る
。
一
検
事
総
長
百
分
の
二
十

第
九
条
副
検
事
の
俸
給
月
額
は
、
特
別
の
も
の
に
限
り
、
当
分

の
間
、
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
六
十
三
万
四
千
円
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

’ ’
21第

八
条
こ
の
法
律
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
法
の
如
何
な
る

第
七
条
検
察
官
の
俸
給
等
の
応
急
的
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭

昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日
以
後
す
で
に
支
給
さ
れ
た
俸
給
そ

刎
州
制
削
祠
引
刷
１
割
凹
側
伽
矧
對
何
回
渕
刎
刮
烈
矧
引
川
副
劃
Ｊ
副
閏
細

い
て
は
、
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
第
五
号
の
給
与
と
み
な
す

○

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
六
号
）
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

条
項
を
も
廃
止
し
、
若
し

く
は
修
正
し
、
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

所
得
税
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
適
用
に
つ

手
当
及
び
死
亡
賜
金
に
か
か
る
部
分
の
金
額
を
除
く
。
）
は
、

そ
の
他
の
給
与
の
内
払
と
み
な
し
、
こ
れ
を
超
え
る
額
（
退
職

14



第
五
条
検
事
及
び
副
検
事
の
俸
給
月
額
は
、
当
分
の
間
、
そ
の

者
の
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
、
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
受
け
る
号
に
応
じ
た
俸
給
月
額

に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満

の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百

円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る

も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。

２
検
察
庁
法
第
二
十
二
条
第
四
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り

検
事
に
任
命
さ
れ
た
者
（
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
準
則
（

次
項
に
お
い
て
単
に
「
準
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
者
を
除

そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
任
命
日
の
前
日
に
そ
の

者
が
受
け
て
い
た
俸
給
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額

く
。
）
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
任
命
の
日
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
任
命
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、
前
項
の
規
定
に
よ
り

二
束
京
高
等
検
察
庁
検
事
長
百
分
の
十
五

三
次
長
検
事
及
び
そ
の
他
の
検
事
長
百
分
の
十

四
一
号
か
ら
十
四
号
ま
で
の
俸
給
を
受
け
る
検
事
及
び
前
条

に
定
め
る
俸
給
月
額
の
俸
給
又
は
一
号
か
ら
九
号
ま
で
の
俸

給
を
受
け
る
副
検
事
百
分
の
九
・
七
七

五
十
五
号
か
ら
二
十
号
ま
で
の
俸
給
を
受
け
る
検
事
及
び
十

号
か
ら
十
六
号
ま
で
の
俸
給
を
受
け
る
副
検
事
百
分
の
七

・
七
七

六
十
七
号
の
俸
給
を
受
け
る
副
検
事
百
分
の
四
。
七
七

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
の
支
給
に
当
た
っ
て
減
ず
る
こ
と

と
さ
れ
る
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
に
一
円
未

満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す

る
。

３
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
新
設
）
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21 第
六
条
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
検
察
官
に
対
す
一
（
新
設
）

３
前
項
の
準
則
で
定
め
る
者
で
あ
っ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る

俸
給
を
支
給
さ
れ
る
者
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

当
す
る
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
と
の
差
額
に
相

切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は

、
準
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算

出
し
た
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

関
す
る
法
律
附
則
第
五
条
第
一
項
」
と
、
同
項
中
「
伴
う
降
給

る
者
に
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か

法
律
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
降
給
」
と
す
る
。

」
と
あ
る
の
は
「
伴
う
降
給
及
び
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る

特
例
を
定
め
た
も
の
と
す
る
。

る
検
察
庁
法
第
二
十
五
条
及
び
国
家
公
務
員
法
第
八
十
九
条
第

こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
と
任
命
日
に
同

り 一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
検
察
庁
法
第
二
十
五
条
中

（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を

「
前
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
三
条
又
は
検
察
官
の
俸
給
等
に

前
項
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ

検
察
官
の
職
務
と
責
任
の
特
殊
性
に
基
づ
い
て
、
同
法
の

16



○
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
（
附
則
第
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）
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○
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
附
則
第
二
十
九
条
関
係
）

Ｉ
員

（
経
過
措
置
）

二
条
一
部
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
検
察
官
で
あ
る
者
錯

貨
そ
の
受
け
る
俸
給
月
額
が
同
日
に
お
い
て
受
け
て
い
た
俸

柘
月
額
（
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

り
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五
号
）
の
施
行
の
日
に
お

い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
検
察
官
で
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当

畝
俸
給
月
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切

り
捨
て
た
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
額
」
と

い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
は
、
平
成
二
十
六

牛
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
そ
の
受
け
る
俸
給
月

槻
が
基
準
額
に
達
す
る
ま
で
の
間
（
検
事
総
長
及
び
東
京
高
等

恢
察
庁
検
事
長
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
）
、
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
額

乞
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

一
検
事
総
長
、
次
長
検
事
、
検
事
長
、
検
察
官
の
俸
給
等
に

関
す
る
法
律
別
表
検
事
の
項
一
号
か
ら
八
号
ま
で
の
俸
給
月

額
の
俸
給
を
受
け
る
検
事
及
び
同
法
附
則
第
三
条
に
定
め
る

俸
給
月
額
の
俸
給
又
は
同
表
副
検
事
の
項
一
号
若
し
く
は
二

号
の
俸
給
月
額
の
俸
給
を
受
け
る
副
検
事
百
分
の
九
十
八

・
九
四

一
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
別
表
検
事
の
項
九
号
か

ら
十
九
号
ま
で
の
俸
給
月
額
の
俸
給
を
受
け
る
検
事
及
び
同

表
副
検
事
の
項
三
号
か
ら
十
四
号
ま
で
の
俸
給
月
額
の
俸
給

Ｉ
倶

（
経
過
措
置
）

二
条
一
部
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
検
察
官
で
あ
る
者

官
そ
の
受
け
る
俸
給
月
額
が
同
日
に
お
い
て
受
け
て
い
た
俸

紺
月
額
（
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

丁
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五
号
）
の
施
行
の
日
に
お

い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
検
察
官
で
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当

畝
俸
給
月
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切

り
捨
て
た
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
額
」
と

い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
は
、
平
成
二
十
六

牛
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
そ
の
受
け
る
俸
給
月

馥
が
基
準
額
に
達
す
る
ま
で
の
間
（
検
事
総
長
及
び
東
京
高
等

梗
察
庁
検
事
長
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
）
、
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
額

と
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

一
検
事
総
長
、
次
長
検
事
、
検
事
長
、
検
察
官
の
俸
給
等
に

関
す
る
法
律
別
表
検
事
の
項
一
号
か
ら
八
号
ま
で
の
俸
給
月

額
の
俸
給
を
受
け
る
検
事
及
び
同
法
第
九
条
に
定
め
る

俸
給
月
額
の
俸
給
又
は
同
表
副
検
事
の
項
一
号
若
し
く
は
二

号
の
俸
給
月
額
の
俸
給
を
受
け
る
副
検
事
百
分
の
九
十
八

・
九
四

一
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
別
表
検
事
の
項
九
号
か

ら
十
九
号
ま
で
の
俸
給
月
額
の
俸
給
を
受
け
る
検
事
及
び
同

表
副
検
事
の
項
三
号
か
ら
十
四
号
ま
で
の
俸
給
月
頷
の
俸
給

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）
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２
．
３ を
受
け
る
副
検
事

へ

略
…

百
分
の
九
十
九

一

２
－
部
施
行
日
以
降
に
新
た
に
検
察
官
に
な
っ
た
者
に
つ
い
て

、
任
用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支

給
さ
れ
る
検
察
官
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
当
該
検
察
官
に
は
、
法
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
俸
給
を
支
給
す
る
。

３
次
長
検
事
又
は
検
事
長
（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
長
を
除
く

。
）
で
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
も
の
に

は
、
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法

律
第
百
十
四
号
）
附
則
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
適
用

を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
り
、
地
域
手
当
を
支
給
す
る
。

を
受
け
る
副
検
事

百
分
の
九
十
九

－
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○

⑱
璋
腫
国
用
の

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
一
十
四
年
法
律
第
五
号
）

床
匹
条
第
四
項
の
相

柘
与
頸
ま
、
司
頁
巳

当
諺
人
事
院
馥
貝
に
お
い
て
検
察
官
に
対
し
て
現
実
昨

」
れ
た
給
与
の
額
を
基
礎
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ

）
場
合
を
除
き
、
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
附
則

へ
第
一
項
及
び
同
法
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

一
る
こ
と
と
さ
れ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨

旧
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
号
）
第
九

一
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
の
支
給
に
当
た
っ
て
減
ず
る
こ

）
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
給
与
の
額
を
基
礎
と

ラ
」
何
》
Ｕ

の
［
ロ

Ｅ
７

宿
、
に
全
一
付
征
日
伍
二
展
寺

月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は

し
、
第
二
条
及
び
次
条
か

成
二
十
四
年
四
月
一
日
か

均
給
与
額
に
関
す
る
ヨ
室

弘
莉

隅
罹
宏
の

月
の
垂
エ
月
の

牙
兀
言眉

グ

｜玉

α
璋
腫
、
用
の

床
匹
条
第
四
項
の
相

帽
与
頚
ま
、
司
頁
吟

に
関
十

頃
の
胴

「
“
』
〈
ｎ
Ｕ

Ｄ
Ｒ

Ｅ
７

〈
事
院
法
貝
仁

叩
与
の
領
を
甘

膏
に
公
布
α
日
の
届

月
の
初
日
で
あ
る
と
去

し
、
第
二
条
及
び
次
条

成
二
十
四
年
四
月
一
日

均
給
与
額
に
関
す
る
ヨ

凪
罹
宏
の

巽
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨

平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
号
）
第
九

給
与
の
支
給
に
当
た
っ
て
減
ず
る
こ

る
額
を
減
じ
た
給
与
の
額
を
基
礎
と

僻
少
昌
の （

附
則
第
三
十
一
一
条
関
係
）

ぎて1醤I

可附そ

｢則α
-笛E

』
た
グ

聖
ロ
ｈ
グ

〕
も昨

貝
笙
〈
疵

は
、
国
表

十
一
コ
す
〉

目
グ
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（
削
る
）

へ

削
る
）

難
の
適
用
の
特
例

１
よ
『
、
Ⅲ
Ｌ

ｌ
］
貝
の

目
庇
絆ｌ
の
他
の言'0 勇

一
一
ゞ
）

即
死
｜
玉

恢
察
官
の
給

昌
そ
の
他
の

半
奎
汎
十
五
王

、
版
『
桐
Ⅲ
Ｌ

ｌ
］
貝
のＥＬ

gl0

聿
自
の
作

玉| |解
仰
の
一
玉

謨|牛|の|長JglYZIのI洋
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（
端
数
計
算
）

第
三
条
前
条
の
規
定
に
よ
り
給
与
の
支
給
に
当
た
っ
て
減
ず

る
こ
と
と
さ
れ
る
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
に

一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も

の
と
す
る
。

（
政
令

’
第
四
条四条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

へ
の
委
任
）

（
端
数
計
算
）

第
五
条
前
三
条
の
規
定
に
よ
り
給
与
の
支
給
に
当
た
っ
て
減
ず

る
こ
と
と
さ
れ
る
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
に

一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も

の
と
す
る
。

（
政
令

’
第
六
条
六
条

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
額
か
ら
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

を
減
じ
た
額
と
す
る
。
）
」
と
す
る
。

り
支
給
に
当
た
っ
て
減
ず
る
こ
と
と
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額

及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用

り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

へ
の
委
任
）
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○
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
八
号
）
（
附
則
第
三
十
五
条
関
係
）

（
適
性
評
価
に
僕
す
る
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
の
制
限
）
（
適
性
評
価
に
関
す
る
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
の
制
限
）

十
六
条
行
政
機
関
の
長
及
び
警
察
本
部
長
は
、
特
定
秘
密
の
第
十
六
条
行
政
機
関
の
長
及
び
警
察
本
部
長
は
、
特
定
秘
密
の

保
護
以
外
の
目
的
の
た
め
に
、
評
価
対
象
者
が
第
十
二
条
第
三
保
護
以
外
の
目
的
の
た
め
に
、
評
価
対
象
者
が
第
十
一
一
条
第
三

項
（
前
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
項
（
前
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
同
意
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
評
価
対
象
者
に
つ
い
て
む
。
）
の
同
意
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
評
価
対
象
者
に
つ
い
て

の
適
性
評
価
の
結
果
そ
の
他
適
性
評
価
の
実
施
に
当
た
っ
て
取
の
適
性
評
価
の
結
果
そ
の
他
適
性
評
価
の
実
施
に
当
た
っ
て
取

得
す
る
個
人
情
報
（
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
得
す
る
個
人
情
報
（
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て

、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等

に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
他
の
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
他
の

情
報
と
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
自
ら
利
用
し
、
又
は
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
自
ら
利
用
し
、
又
は

提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
適
性
評
価
の
実
施
に
よ
っ
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
適
性
評
価
の
実
施
に
よ
っ

て
、
当
該
個
人
情
報
に
係
る
特
定
の
個
人
が
国
家
公
務
員
法
（
て
、
当
該
個
人
情
報
に
係
る
特
定
の
個
人
が
国
家
公
務
員
法
（

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
十
八
条
各
号
、
同
法
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
十
八
条
各
号
、
同
法

第
七
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
事
由
第
七
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
人
事
院
規
則
の
定
め
る
事
由

、
同
法
第
七
十
八
条
各
号
、
第
七
十
九
条
各
号
若
し
く
は
第
八
、
同
法
第
七
十
八
条
各
号
、
第
七
十
九
条
各
号
若
し
く
は
第
八

十
二
条
第
一
項
各
号
、
検
察
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
二
条
第
一
項
各
号
、
検
察
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六

十
一
号
）
第
二
十
条
第
一
項
各
号
、
外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
一
号
）
第
二
十
条
各
号
、
外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二

十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
、
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
、

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
各
号
、
第
四
十
二
条
各
号
、
第
四
十
三
条
各
号
若
し
条
第
一
項
各
号
、
第
四
十
二
条
各
号
、
第
四
十
三
条
各
号
若
し

く
は
第
四
十
六
条
第
一
項
各
号
、
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
に
く
は
第
四
十
六
条
第
一
項
各
号
、
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
場
合
若
し
く
は
同
条
第
二
項
各
号
若
し
く
は
第
三
項
規
定
す
る
場
合
若
し
く
は
同
条
第
二
項
各
号
若
し
く
は
第
三
項

各
号
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
各
号
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
津
第
二
百

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）
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六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
、
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
若
し

く
は
第
二
項
各
号
若
し
く
は
第
二
十
九
条
第
一
項
各
号
又
は
こ

れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
由
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
疑
い
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
（
略
）r

l

六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
、
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
若
し

く
は
第
二
項
各
号
若
し
く
は
第
二
十
九
条
第
一
項
各
号
又
は
こ

れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
由
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
疑
い
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
適
合
事
業
者
及
び
適
合
事
業
者
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
す

る
派
遣
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
特
定
秘
密
の
保
護
以

外
の
目
的
の
た
め
に
、
第
十
三
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
通
知
さ
れ
た
内
容
を
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
し
て
は

な
ら
な
い
。
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